
開催場所

内 容

～

[業務説明]

１ 管内の治安情勢
（１）交通情勢

ア 交通事故発生状況
イ 交通違反取締り状況

（２）犯罪情勢
ア 窃盗事件３件を認知
イ スーパー内窃盗事件被疑者を検挙

２ 秋の全国交通安全運動の推進結果
（１）期間中の事故発生状況

死亡事故１件、物件事故４件
（２）交通死亡事故の概要

軽自動車と歩行者の衝突事故（９月２６日）
（３）関係団体との協働

大島交通安全協会、安全運転管理者部会、地域交通安全推進委員会と協働して、
街頭配置等を実施

（４）出帆港や役場前等におけるキャンペーン
３ １１０番通報の適正利用
（１）１１０番通報等の受理状況
（２）１１０番と＃９１１０の使い分け
（３）すばやく正確な場所の伝え方

電柱や建物の住所表示、信号機や標識の管理番号、交差点名等を伝える。

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
（１）特殊詐欺について

ア 管内の被害発生
出張で来島した男性が、山口県警の警察官を名乗る者からの「逮捕状が出てい

る」等との電話を信じて、約１８０万円を振り込む。
イ 特殊詐欺の特徴・傾向
（ア）知らない電話番号、非通知、＋８１等から始まる番号からの着信
（イ）「電話料金が未納」、「電話番号が犯罪に使われている」などと脅される。
（ウ）トークアプリに誘導され、逮捕状、警察手帳等の写真が送信される。
（エ）口座内の預金を全て振り込むよう指示される。

（２）伊豆大島椿まつり警備対策
ア 開催期間

令和７年２月２日（日）から令和７年３月１６日（日）までの間
イ 重点対策
（ア）江戸みこし・あんこパレード（２月２日）
（イ）カメリアマラソン（２月９日）
ウ 昨年からの変更点

総合案内所の場所が元町船客待合所に変更
２ 警察署協議会からの意見要望等
（１）特殊詐欺について

ア 同居する母の携帯電話に「電話料金が未納」と電話があり、母が私に確認した
ため被害に遭わなかったが、今後も注意するよう母に伝えたい。

イ ＡＴＭ付近のポスターやニュース等を頻繁に目にしているにもかかわらず、い
まだに被害に遭う方がいるのは驚きで、ＡＴＭで電話をしている人を見たら必ず
声を掛けたい。

（２）大島椿まつり警備対策について
ア 昨年の江戸みこし・あんこパレードは無事に終わったので、今年も事件事故が
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発生しないよう万全の警備をお願いしたい。
イ 総合案内所が元町船客待合所に変更となり、路上駐車や交通事故の増加が予想
されるので巡回をお願いしたい。

[その他の意見要望等]

１ 自宅の施錠について
各地で家に強盗が入ったというニュースが多いところ、大島のほとんどの家は鍵を

掛けていないと思われる。家の鍵を掛けるように注意したい。
２ 反射材の配布について

車を運転する際、暗くなると学校から走って帰寮する学生等に気付きにくいため、
反射材を付けてもらうように警察から配布してほしい。

その他

※ 詳細な会議録については、各警察署及び警視庁情報公開センターにおいて閲覧する
ことができます。



開催場所

内 容

～

[業務説明]

１ 管内の治安情勢について
（１）交通情勢

ア 交通事故発生状況
イ 交通違反取締り状況

（２）通報状況
１１０番通報等の受理件数

（３）犯罪の発生と検挙
ア 刑法犯認知件数
イ 検挙状況
ウ 特殊詐欺対策
（ア）被害発生状況
（イ）アポ電の入電状況

２ 夏期特別対策の推進結果
（１）派遣部隊の受入れ状況

ア 機動隊
イ 高速道路交通警察隊
ウ 自動車警ら隊

（２）活動状況
ア 街頭活動
イ 各種取扱い
ウ 交通違反取締り

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
秋の全国交通安全運動の推進

（１）実施期間
９月２１日から９月３０日までの間

（２）運営重点（要旨）
ア 歩行者の交通事故防止（反射材用品等の着用推進、安全な横断方法の実践等）
イ 早めのライト点灯やハイビームの活用促進と飲酒運転等の根絶
ウ 自転車・電動キックボード等利用時のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底
エ 二輪車の交通事故防止

（３）当署の取組
ア 効果的な広報
（ア）デジタルサイネージの活用
（イ）「広報おおしま」への記事掲載
（ウ）防災無線での放送
イ 各種キャンペーン
（ア）出帆港キャンペーン

観光客に対する交通安全についての注意喚起
（イ）交通安全キャンペーン

スーパー等の駐車場で地域住民に対する広報啓発
（ウ）飲酒撲滅キャンペーン

交通安全協会と協働で酒類提供店舗を訪問
２ 警察署協議会からの意見要望等

秋の全国交通安全運動の推進について
（１）「広報おおしま」の記事は拝見した。交通事故が発生しないような取組をお願い

したい。
（２）派遣部隊が来島早々に交通違反取締りに従事していて、とても頼もしく感じた。

署の白バイも負けずに活躍してほしい。
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（３）自転車乗車時のヘルメット着用の重要性について説明を受けて、必ず着用しよう
と思った。

[その他の意見要望等]

「高齢者に寄り添う特殊詐欺被害防止」
居住する地区に高齢者宅へ毎日弁当を配達する人がおり、高齢者の些細な仕草等か

ら異変を察し、親族等に連絡してくれる。
特殊詐欺の被害防止にもつながると思うので、署でも存在を把握して、被害を防止

した際などは表彰してほしい。

その他

※ 詳細な会議録については、各警察署及び警視庁情報公開センターにおいて閲覧する
ことができます。



開催場所

内 容

～

[業務説明]

１ 管内の治安情勢について
（１）交通情勢

ア 交通事故発生状況
イ 交通違反取締り状況

（２）通報状況
１１０番等の受理件数

（３）犯罪の発生と検挙
ア 刑法犯認知件数
イ 検挙状況

２ 春の全国交通安全運動の推進結果について
（１）期間中の事故発生

交通物件事故１件のみ
（２）関係団体との協働

大島交通安全協会、安全運転管理者部会員と街頭配置等を実施
（３）広報啓発

スーパー駐車場、酒類提供店等において広報活動を実施
３ 防犯カメラの設置推進結果について
（１）把握状況

ア ６３か所２７１台のカメラを把握
イ 新規把握は４４か所

（２）ドライブレコーダーの活用
設置車両に対して有事の際に情報提供を依頼

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
夏季における水難事故防止対策について

（１）夏季の派遣部隊
ア 機動隊
イ 自動車警ら隊
ウ 交通機動隊

（２）遊泳場の警戒強化
ア 重点強化場所
（ア）事故が発生している日の出浜の重点警戒
（イ）弘法浜、トウシキ遊泳場の立寄り警戒
イ 署員による警戒

宿直員、駐在所員による立寄り警戒
ウ 派遣部隊員による警戒

車両及び徒歩によるランダム警戒
２ 警察署協議会からの意見要望等
（１）ゴールデンウィークには、個人所有のヨット等が数多く接岸したので、特にお盆

期間中は、停泊場所を警戒してほしい。
（２）近年、遊泳場での事故が発生しているとの報告を受けているので、利用者への声

掛けを継続してほしい。

[その他の意見要望等]

なし
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その他

※ 詳細な会議録については、各警察署及び警視庁情報公開センターにおいて閲覧する
ことができます。



開催場所

内 容

～

[業務説明]

１ 管内の治安情勢について
（１）交通情勢

ア 交通事故発生状況
イ 交通違反取締り状況

（２）１１０番等通報の受理件数
（３）犯罪の発生と検挙

ア 刑法犯認知件数
イ 検挙状況

２ 第６９回伊豆大島椿まつり等に伴う警備対策について
（１）江戸みこし・あんこパレード警備
（２）カメリアマラソン警備
（３）夜祭り警備
３ 協議会からの要望に対する取組について
（１）交通関係

ア 岡田港入口交差点の通行方法
（ア）交通監視

交通係員、駐在所勤務員が実施
（イ）注意喚起

運転免許更新時の講習等の機会に実施
イ 工事現場の交通誘導員の交通整理
（ア）交通整理の状況確認

交通係員、駐在所勤務員が現場を確認
（イ）関係機関等への申し入れ

大島支庁及び施工会社に対して申し入れを実施
ウ 金属廃棄物引取り業者の交通違反

業者に対する指導警告を実施
（２）風水害発生時における観光客の避難先

ア 避難所の指定
島内２６か所、約１万人を収容可能

イ 飲料水等の備蓄
観光客１，２００人を想定して備蓄

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
（１）春の全国安全運動の実施について

ア 交通安全テントの効果的な設置
設置場所の見直し

イ 運動期間中の広報啓発活動
（ア）デジタルサイネージの利用
（イ）スーパー店頭でのキャンペーン実施

（２）防犯カメラの設置推進について
ア 大島町役場に対する働き掛け

大島町地域安全推進協議会への議題登録
イ 効果的な設置場所

出帆港、空港、都道等の交通量が多い場所への設置
ウ ドライブレコーダーの効用

事故の記録だけでなく、防犯カメラとしての活用
２ 警察署協議会からの意見要望等
（１）交通安全運動について

ア 署長が示した交通安全テントの設置場所は効果が高いと思うので、大いに活用
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してほしい。
イ 低速で走行する車に近づき車体を触ってくる小学校低学年くらいの子供がいる
ので、運動中の安全教育で指導してほしい。

（２）防犯カメラについて
ドライブレコーダーが防犯カメラの代わりになると聞き、参考となったので周り

にも広めたい。

[その他の意見要望等]

なし

その他
令和５年度第４回会議として開催

※ 詳細な会議録については、各警察署及び警視庁情報公開センターにおいて閲覧する
ことができます。



開催場所

内 容

～

[業務説明]

１ 管内の治安情勢（令和５年中）について
（１）交通事故発生状況及び交通違反取締り状況
（２）１１０番をはじめとする通報の受理

ア 各種通報件数
イ １１０番と＃９１１０の使い分け

（３）刑法犯認知及び検挙状況
２ 秋の全国交通安全運動の推進結果について
（１）期間中の交通事故発生状況
（２）期間中のキャンペーン等
３ 年末年始特別警戒の実施結果について
（１）海上保安庁との合同警戒
（２）関係機関との広報啓発活動
４ 武道始式の開催結果について
５ 前回会議で出された要望に対する取組
（１）交通安全協会のテントの管理徹底

おもりで固定し、夜間は見回りを実施した。
（２）パトカーの赤色灯走行の継続

街頭活動中は、常時赤色灯を点灯して走行した。
（３）細い路地に迷い込む車両への対策

レンタカー事業者等へ依頼し、運転者に周知を図る。
（４）不審者の似顔絵について

似顔絵捜査官が作成した似顔絵を示し、これを用いて聞き込み捜査を実施した旨
を説明した。

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
第６９回伊豆大島椿まつり警備対策について

（１）開催期間
令和６年１月２８日（日）から同年３月２４日（日）まで

（２）警戒強化すべき主要イベント
ア 江戸みこし・あんこパレード（１月２８日）
イ カメリアマラソン（２月１１日）
ウ 夜祭り開催日（２月中の金・土曜日及び２月１１日）
エ イルミネーション実施日（３月中の金・土曜日）

（３）重点的対策
江戸みこし・あんこパレードの安全な挙行

ア 全署体制で警備を実施
イ 過去の実施状況の聴取

４年ぶりの開催となることから警備実施上の参考としたい。
２ 警察署協議会からの意見要望等

みこしパレードは、これまで特段危険が生じることなく安全に挙行してきたので、
今回も万全な警備をお願いしたい。

[その他の意見要望等]

１ 島内の交通ルールの遵守
交差点で右折する際に、ウインカーを出さなかったり、小回り右折したりする車両

があるので、免許講習の際に指導してほしい。
２ 工事現場の交通誘導員に対する指導
（１）相互通行させる場合の誘導をしっかり行うよう指導してほしい。
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開催場所

内 容

～

[業務説明]

１ 管内の治安情勢（本年８月末現在）について
（１）交通事故発生状況及び交通違反取締り状況
（２）１１０番等各種通報件数
（３）刑法犯認知及び検挙状況
２ 水難事故対策について
（１）夏季における水難事故防止対策の推進結果

署員及び派遣部隊員による各種警戒を実施した。
（２）海上保安庁との協力体制

署員が海上保安庁の巡視船「いず」の艦船見学を実施するなど、水難事故発生時
の協力体制を築いている。

３ 震災警備訓練について
（１）９月１日に各種訓練を実施
（２）台風１３号の影響で管内で発生した倒木事案において訓練の成果が発揮された。
４ 前回会議で出された質問等に対する回答について

「水中銃を使うと法令違反になるのか。」との質問について、「空気銃や火薬を使
用した水中銃の使用は法令に触れるので、詳細は警察署防犯係に確認してほしい。」
旨を回答した。

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
（１）秋の全国交通安全運動の推進について

ア 実施期間
９月２１日から９月３０日までの間

イ 当署の取組
（ア）デジタルサイネージなどを活用した広報活動の実施
（イ）二輪車スキルアップ教室の実施

（２）窃盗（さい銭ねらい）及び不審者への対応について
ア 発生状況
イ 目撃情報等の協力依頼

２ 警察署協議会からの意見要望等
（１）秋の全国交通安全運動の推進について

ア 今回から交通安全協会のテントの設置場所が変更され、非常に目立つので良い
と思う。風が強く当たる所なので、管理には十分気をつけてもらいたい。

イ パトカーの赤色灯が点灯していると、走行中の一般車両の速度が落ちるので、
継続してほしい。

ウ 観光客が増え、レンタカーなどが狭い路地に迷い込んだり、駐車したりしてい
るので注意してほしい。

（２）窃盗（さい銭ねらい）及び不審者への対応について
ア 情報があったら駐在所に届け出たい。似顔絵を作成したと聞いたが、見せても
らえるのか。

イ 不審者が出た後は夜中にパトカーが回っており安心感があるが、今も「怖い」
との声もある。

[その他の意見要望等]

なし
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令 和 0 5 年 0 9 月 2 1 日 午 後 0 6 時 0 0 分 午 後 0 7 時 0 0 分

その他

大島警察署 署長室 5
1

令和５年度第２回会議として開催した。

※ 詳細な会議録については、各警察署及び警視庁情報公開センターにおいて閲覧する
ことができます。

大島警察署協議会　議事概要



開催場所

内 容

～

会議に先立ち、会長・副会長を互選した。

[業務説明]

１ 特殊詐欺被害防止月間の推進結果について
期間中、防犯係を中心に

（１）デジタルサイネージ及び防災無線を活用した広報啓発活動
（２）金融機関に対する立寄り警戒と未然防止活動への協力要請
（３）協力団体との広報啓発活動
（４）高校に対する「闇バイト」防止チラシの配布
を実施した旨を説明した。

２ 春の全国交通安全運動の推進結果について
期間中、交通係を中心に

（１）横断歩行者妨害等の取締り強化
（２）通学路及び学校周辺の交通違反取締り強化
（３）飲酒検問
（４）新入学生に対する交通安全教室
を実施した旨を説明した。

３ 管内の治安情勢について
令和５年５月末現在の

（１）交通事故発生状況及び交通違反取締り状況
（２）１１０番等各種通報件数
（３）刑法犯認知及び検挙状況
等を説明した。

４ 前回会議での意見要望について
「登下校時にカラスが集まり、子供たちが怖がっているので対策してほしい。」と

の要望について
（１）地域係及び駐在所員による登下校時のパトロールを実施した。
（２）大島町役場産業課がカラスの習性を利用した捕獲を計画的に実施している。
と説明した。

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
夏季における水難事故防止対策について

（１）宿直員、駐在所員による遊泳場への立寄り警戒
（２）機動隊、自動車警ら隊、交通機動隊による警戒
を実施する旨を説明し、意見等を求めた。

２ 警察署協議会からの意見要望等
観光協会が作成したポスターの撮影場所で、観光客が集まることが予想されるトウ

シキ遊泳場や、以前は消防団が警戒活動をしていた、ライフセーバーのいない遊泳場
の警戒をお願いしたい。

[その他の意見要望等]

委員から「昔は銛（もり）突きで魚を獲っていたが、水中銃を使うと法令違反になる
のか。」との質問があったため、次回会議で回答することとした。

開催日時

出席者 協議会委員
署長ほか

名
名

令 和 0 5 年 度 　 第 2 回

令 和 0 5 年 0 6 月 1 5 日 午 後 0 3 時 0 0 分 午 後 0 5 時 3 0 分

その他

大島警察署 署長室 4
1

令和５年度第１回会議として開催した。

※ 詳細な会議録については、各警察署及び警視庁情報公開センターにおいて閲覧する
ことができます。

大島警察署協議会　議事概要



開催場所

内 容

～

本会議については、「令和４年度第４回」の警察署協議会として開催した。

[業務説明]

１ 「特殊詐欺被害防止月間の推進」について
令和５年４月１日から同月３０日までの期間中、防犯係が中心となり、

（１）デジタルサイネージ及び防災無線を利用した広報啓発活動
（２）金融機関への立ち寄り警戒と未然防止活動への協力要請
（３）協力団体との広報啓発活動
（４）高校生に対する「闇バイト」防止チラシの配布
を重点として警戒活動を実施していることを説明した。

２ 「春の全国交通安全運動の推進」について
今年は、令和５年５月１１日から同月２０日までが全国交通安全運動期間と定めら

れた。同運動期間前の当署の取り組みとして、交通係が中心となり、
（１）横断歩行者妨害等の取締り強化
（２）通学路及び学校周辺の交通違反取締り強化
（３）飲酒検問の実施
（４）新入学生に対する交通安全教室の実施
について活動していることを説明した。

３ 管内の治安情勢について
令和４年３月末現在の

（１）交通事故発生状況及び交通違反取締り状況
（２）１１０番等各種通報件数
（３）刑法犯認知及び検挙状況
などについて説明した。

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
「春の全国交通安全運動の推進」について
令和５年５月１１日から同月２０日までの期間中、交通係を中心とした、

（１）広報啓発キャンペーンの実施
（２）横断歩行者事故等の防止に向けた指導取締り強化
（３）飲酒運転の根絶に向けた広報啓発と指導取締り強化

などが活動重点である旨を説明し、意見等を求めた。
２ 警察署協議会からの意見要望等

署長から説明があったとおり、取り組んでいただきたい。

[その他の意見要望等]

１ 委員から「最近カラスが増えているように感じる。道路に散乱しているゴミや動物
の死骸に数羽が集まっている。登下校時にカラスが集まっており、子供たちが怖がっ
ていた。何か対策はないか。」との意見があり、「対応部門を確認して回答する。」
旨回答した。

２ 委員から「四輪バギーがヘルメットを着用せずに走行している。先日、観光客が自
転車のヘルメットを着用して走行しているのを見た。これから観光シーズンになり、
自転車を利用する観光客もいるので、ヘルメット着用の指導をお願いしたい。」との
意見があり、「四輪バギーは法令上ヘルメットの着用義務はない。自転車のヘルメッ
ト着用に関しては、３月中にレンタルサイクル事業者に対し、チラシを配布するなど
して広報啓発活動を行った。今後もヘルメットの着用について広報啓発を行う。」旨
回答した。

開催日時

出席者 協議会委員
署長ほか

名
名

令 和 0 5 年 度 　 第 1 回

令 和 0 5 年 0 4 月 1 1 日 午 後 0 6 時 3 0 分 午 後 0 7 時 4 0 分

その他

大島警察署 署長室 5
1

１ 委員に対し、選挙に関する留意事項について説明した。
２ 委員に対し、警察学校卒業式の参観開始について説明した。

※ 詳細な会議録については、各警察署及び警視庁情報公開センターにおいて閲覧する
ことができます。

大島警察署協議会　議事概要
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